






研究方法

本研究を遂行するにあたり、以下の如く分担研究班 6班を構成した。すなわち加齢に伴う

妊娠合併症に関する研究班(佐藤章班)、加齢に伴う妊娠偶発合併症に関する研究班(佐藤

和雄班)、妊娠のリスクアセスメントに関する研究班(桜井班)、妊娠に関する utility に

関する研究班(北井班)、妊産婦母体死亡ニアミス症例の検討班(寺尾班)、高齢妊娠の管理

指針の策定班(武田班)の 6班を構成した。そして各班の関連施設における分娩例を対象に

統一調査プロトコルを用いた retro-spective study を行い、各分担班のテーマに従って

解析を行った。また、これと並行して年齢階層別に症例を登録して行う prospecitve study

を開始した。本年度より新たに追加された「妊産婦死亡ニアミス症例の検討」班では HELLP

症候群、子癇、羊水塞栓症など致命率の高い母体合併症の背景調査を行った。また、妊娠

に関する utilty 測定については医師、看護婦、学生を対象にアンケート法による utility

測定を行った。


